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「

ラ

ベ

ル

フ

ェ

ス

タ

２

０

２
５
」
は
、
八
月
二
日(

土)

に
港
区
の
東
京
都
立
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
に
於
い
て
、

二
十
六
社
が
参
加
し
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

昨

年

に

続

き

第

二

回

目

と

な
る
今
回
も
印
刷
機
、
デ
ジ
タ

ル
プ
リ
ン
タ
ー
、
製
版
・
刃
型
、

タ
ッ
ク
紙
、
イ
ン
キ
、
環
境
関

連
な
ど
、
前
回
同
様
二
十
六
社

が
出
展
し
ま
し
た
。 

前
日
か
ら
の
台
風
九
号
の 

                    影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、 

台
風
が
そ
れ
た
た
め
に
ほ
と
ん

ど
影
響
も
な
く
、
主
催
者
、
出

展
社
と
も
に
胸
を
な
で
お
ろ
し

ま
し
た
。 

 

午
前
十
時
に
正
札
シ
ー
ル
組

合
理
事
長
の
田
中
祐
氏
の
開
会

あ
い
さ
つ
で
ラ
ベ
ル
フ
ェ
ス
タ

は
ス
タ
ー
ト
し
続
々
と
入
場
者

が
来
館
し
ま
し
た
。 

昼

に

は

こ

の

日

の

た

め

に

大
阪
か
ら
駆
け
付
け
た
シ
ー
ル

印
刷
大
阪
府
協
同
組
合
の
坂
田

康
司
理
事
長
が
「
第
六
十
七
回

年
次
大
会
大
阪
大
会
」
へ
の
参

加
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

 

一

方

、

セ

ミ

ナ

ー

も

十

二

時
半
よ
り
開
催
さ
れ
、
初
め
に

九
州
の
三
森
特
殊
印
刷
社
代
表

取
締
役
の
三
森
暢
久
氏
が
「
九

州
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
・
工

場
長
会
報
告
」
と
題
し
て
、
工

場
長
会
発
足
の
経
緯
や
活
動
内

容
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し

た
。 三

森

社

長

は

「

二

年

前

に

五
代
目
の
工
場
長
会
議
長
に
初

の
営
業
畑
出
身
で
就
任
し
ま
し

た
が
、
技
術
者
の
集
ま
り
の
中

で
何
が
で
き
る
の
か
と
て
も
不

安
で
し
た
」
と
語
り
、
工
場
長

会
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
足 

し
た
の
か
に
つ
い
て
こ
の
二
年

間
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。 

ま

た

、

午

後

三

時

か

ら

は

「
小
さ
な
企
業
が
生
き
残
る
商

品
開
発
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て

セ
メ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
デ
ザ

イ
ン
代
表
取
締
役
社
長
の
金
谷

勉
氏
が
、
生
き
残
り
の
方
策
に

つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

同

展

は

「

ラ

ベ

ル

関

連

ミ

ニ
機
材
展
」
と
し
て
平
成
十
一

年
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
平
成

三
十
年
に
第
二
十
回
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
、

昨
年
三
月
に
名
称
も
「
ラ
ベ
ル 

フ
ェ
ス
タ
」
と
改
称
さ
れ
、
浜

松
町
の
都
立
産
業
会
館
浜
松
町

館
で
再
開
さ
れ
ま
し
た
。 
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「第 2 回ラベルフェスタ 2025 開催」 

２６社が最新鋭機材を展示 
セミナーにも多くの参加者が 

 

 

 

出展社各ブースへのブースインタビューはひじょうに好評でした  
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mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


 

出
展
社
の
中
に
は
「
印
刷
機

が
動
か
せ
な
い
の
で
、
こ
の
点

が
ネ
ッ
ク
で
あ
り
、
今
後
の
課

題
、
ビ
デ
オ
で
紹
介
で
は
な
か

な
か
難
し
い
」
と
い
う
声
や
、

「
開
催
時
期
も
検
討
の
余
地
あ

り
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
今
後   

の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
ま
し
た
。 

 

入
場
者
も
二
三
〇
名
と
前
回

の
三
〇
〇
名
よ
り
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
今
年
は

猛
暑
だ
っ
た
こ
と
や
、
八
月
の

夏
休
み
中
だ
っ
た
こ
と
も
影
響

し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
次
回
開

催
の
検
討
課
題
と
な
り
ま
し
た
。 

 

  

  

 
組
合
役
職
員
講
習
会
が 

 
 

東
京
中
央
会
が
主
催 

 

東

京

都

中

小

企

業

団

体

中

央
会
主
催
の
「
組
合
役
職
員
講

習

会

」

は

、

七

月

十

七

日
(

木)

午
後
二
時
よ
り
、
銀
座

の
中
小
企
業
会
館
に
於
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

同

講

習

会

は

「

理

事

・

監

事
の
責
任
と
職
務
の
重
要
性
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は

当
組
合
か
ら
北
島
理
事
長
と
本

間
専
務
理
事
が
、
正
札
シ
ー
ル

組
合
か
ら
も
田
中
理
事
長
、
小

林
、
鈴
木
両
副
理
事
長
が
出
席

し
ま
し
た
。 

 

本
社
を
移
転 

ウ
シ
オ
電
機
㈱ 

 

ウ

シ

オ

電

機

㈱

は

七

月

二

十
二
日
付
で
左
記
に
本
社
を
移

転
し
ま
し
た
。 

ま

た

今

回

の

移

転

と

同

じ

く
同
新
社
屋
に
移
転
予
定
の
㈱

ア
ド
テ
ッ
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
の
本
社
な
ら
び
に
横
浜
事
業

所
に
分
散
し
て
い
た
本
社
機
能

を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ

ナ
ジ
ー
を
最
大
化
し
更
な
る
企

業
価
値
の
向
上
を
目
指
す
と
し

て
い
ま
す
。 

■
新
住
所
・
〒
一
〇
八-

〇

〇
七
三 

港
区
三
田
三
の
五
の

十
九 

住
友
不
動
産
東
京
三
田

ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー
三
一
階 

■
電
話
・
〇
三-

五
六
五
七

-
一
〇
〇
〇 

 
■
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
〇
三-

五
六
五

七-

一
〇
二
〇 

                 

  

       

 

     

 

講演する金谷勉氏 (左 )と九州の三森暢久氏  

大阪坂田理事長が年次大会の P R を  各ブースには多くの来場者が  

台風がそれたお蔭で天気も回復し、関係者一同胸を撫でおろしました  



    

こ

の

ほ

ど

、

中

小

企

業

庁

か
ら
「
二
〇
二
五
年
版
中
小
企

業
白
書
」
と
「
二
〇
二
五
年
版

小
規
模
企
業
白
書
」
が
発
表
さ 

れ
ま
し
た
。
今
回
で
十
一
回
目

と
な
る
「
二
〇
二
五
年
版
小
規

模
企
業
白
書
」
も
二
部
構
成
と 

な
っ
て
お
り
、
第
一
部
で
は
、

令

和

６

年

度

（

二

〇

二

四

年

度
）
の
小
規
模
事
業
者
の
動
向

に
つ
い
て
、
第
二
部
で
は
、
経 

営
力
を
高
め
る
小
規
模
事
業
者

の
持
続
的
発
展
と
地
域
貢
献
に

つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。 

今

回

は

「

小

規

模

企

業

白

書
」
の
第
二
部
を
掲
載
。 

■
持
続
的
発
展 

①

個

人

消

費

は

物

価

上

昇

の
影
響
も
あ
り
、
実
質
で
伸
び 

悩
み
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド
も
二

〇
二
四
年
三
月
か
ら
低
下
傾
向
。

小 

規
模
事
業
者
は
、
中
規
模

企
業
に
比
べ
て
、
事
業
規
模
や

商
圏
が
小
さ
い
た
め
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
を
掴
む
た
め
に
、
「
希 

少
価
値
・
プ
レ
ミ
ア
ム
感
」
や

「
地
域
資
源
・
文
化
の
活
用
」 

な
ど
の
観
点
で
差
別
化
し
て
い

る
割
合
が
比
較
的
高
い
こ
と
が 

    

特
徴
。 

一

方

で

、

差

別

化

を

意

識

し
て
い
な
い
事
業
者
も
存
在
。 

 
 

②

販

路

拡

大

や

人

材

確

保

と
い
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
自
社
の
強
み
や
顧
客

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
上

で 
差
別
化
を
意
識
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
。 

実

際

に

、

小

規

模

事

業

者

で
は
売
上
増
加
や
予
定
人
数
の

採
用
に 

効
果
が
出
て
い
る
可

能
性
。 

 

③

経

営

計

画

を

策

定

し

た

小
規
模
事
業
者
は
様
々
な
効
果

を
実
感
し
て
い
る
。
計
画
の
策 

定
は
、
自
社
の
経
営
状
況
を
把 

握
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
策

定
過
程
が
、
差
別
化
に
向
け
た 

自
社
の
強
み
や
弱
み
を
理
解
す

る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

④

策

定

し

た

経

営

計

画

を

活
用
し
て
事
業
を
振
り
返
る
こ

と
も
経
営
改
善
に
効
果
的
。
実

際
に
、
経
営
計
画
に
対
す
る
実

績
の
評
価
や
計
画
の
見
直
し
を 

行
っ
て
い
る
小
規
模
事
業
者
で

は
収
益
向
上
し
て
い
る
割
合
が 

    

高
く
経
営
を
見
直
し
な
が
ら
自

走
化
を
目
指
す
こ
と
重
要
。 

 

⑤

地

域

の

社

会

課

題

解

決

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
理

由
と
し
て
「
地
域
に
ど
の
よ
う

な
社
会
課
題
が
あ
る
の
か
分
か

ら
な
い
」
の
割
合
が
高
い
一
方

で
、
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者

で
は
売
上
高
の
増
加
と
い
っ
た

業
績
面
の
好
影
響
が
生
じ
て
い

る
傾
向
に
あ
る
。 

中

小

企

業

も

含

め

、

ビ

ジ

ネ
ス
の
手
法
で
、
地
域
の
社
会

課
題
解
決
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
取

り
組
む 

ロ
ー
カ
ル
・
ゼ
ブ
ラ 

企
業
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。 

 
⑥

地

方

自

治

体

か

ら

は

「
地
域
経
済
活
性
化
、
雇
用
創

出
」
「
高
齢
化
対
策
」
「
生
産
性

向
上
」
な
ど
の
地
域
の
社
会
課

題
が 

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
課
題
に
地
域
の
中
で
対

応
し
て
い
く
こ
と
も
、
小
規
模

事
業
者
が
付
加
価
値
を
見
い
だ

せ
る
一
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
と
い
え
る
。 

 

■
支
援
機
関 

 

①

中

小

企

業

・

小

規

模

事

業
者
の
経
営
相
談
に
対
応
し
、

課
題
解
決
・
経
営
力
の
向
上
な

ど
を
手
助
け
す
る
支
援
機
関
は

重
要
な
存
在
。 

 

②

外

部

環

境

変

化

の

ス

ピ

ー
ド
が
速
ま
る
中
、
経
営
者
が

抱
え
る
経
営
課
題
は
複
雑
・
多

様
化
し
て
い
る
。
足
下
で
は
過

半 

数
の
支
援
機
関
で
相
談
員

が
不
足
し
て
お
り
、
特
に
地
方

圏
で
は
顕
著
。
支
援
機
関
に
お

い
て
は
対
応
力
強
化
・
人
手
不 

足
解
消
が
課
題
。 

 

③

支

援

の

質

の

維

持

・

向

上
に
向
け
て
は
、
自
機
関
の
能

力
開
発
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

足
り
な
い
リ
ソ
ー
ス
を
補
い
合 

う
「
連
携
」
が
重
要
。 

 

④

連

携

し

て

い

る

支

援

機

関
等
で
は
経
営
課
題
を
解
決
で

き
る
割
合
も
高
く
、
適
切
な
連

携
先
を
見
つ
け
て
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
支
援
機
関
全
体
の
支

援
力
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
。

連
携
の
促
進
に
当
た
っ
て
は
連

携

の

仕

組

み

づ

く

り

や

他

機 

関
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

課
題
。 

中

小

企

業

白

書

の

全

文

に

つ
い
て
は
、
中
小
企
業
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
h
u
s
h
o
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m
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g
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j
p
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二
〇
二
五
年
版
「
小
規
模
企
業
白
書
」
発
表 

経
営
力
を
高
め
る
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
と
地
域
貢
献 

https://www.chusho.meti.go.jp/
https://www.chusho.meti.go.jp/


       

      

全

国

中

小

企

業

団

体

中

央

会
で
は
、
「
中
小
企
業
省
力
化

投
資
補
助
金
」
を
あ
と
押
し
し

て

い

る

が

、

こ

の

度

従

来

の

「
一
般
型
」
に
加
え
て
新
た
に

「
カ
タ
ロ
グ
注
文
型
」
を
加
え
、

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。 

カ

タ

ロ

グ

注

文

型

補

助

金

と
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
の
付
加
価
値
額
向
上
や
生
産

性
向
上
に
効
果
的
な
汎
用
製
品

を
「
製
品
カ
タ
ロ
グ
」
か
ら
選

択
導
入
す
る
こ
と
で
、
中
小
企

業
等
の
付
加
価
値
や
生
産
性
の

向
上
、
さ
ら
に
は
賃
上
げ
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補

助
金
で
す
。 

中

小

企

業

な

ど

が

省

力

化

製

品

を

対

象

製

品

の

リ

ス

ト

(

カ
タ
ロ
グ)

か
ら
選
ん
で
導

入
し
、
販
売
事
業
者
と
共
同
で

「
労
働
生
産
性
、
年
平
均
成
長

率
三
％
向
上
」
を
目
指
す
事
業

計
画
に
取
り
組
む
も
の
が
対
象

で
す
。 

特
徴
と
し
て
は 

①
対
象
製
品
の
リ
ス
ト(

カ

タ
ロ
グ)

に
登
録
さ
れ
た
汎
用

製
品
か
ら
事
業
課
題
に
合
わ
せ

て
省
力
化
製
品
を
選
択
で
き
ま

す
。 ②

申

請

手

続

き

が

簡

単

で

、

申
請
か
ら
交
付
決
定
ま
で
最
短

一
か
月
、
随
時
公
募
受
付
の
た

め
い
つ
で
も
申
請
が
可
能
で
す
。 

③

省

力

化

製

品

の

「

販

売

事
業
者
」
が
、
省
力
化
製
品
の

導
入
と
補
助
金
申
請
・
手
続
き

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

こ

れ

に

よ

っ

て

「

販

売

事

業
者
」
の
選
択
肢
が
広
が
り
、

よ
り
使
い
易
く
な
り
ま
し
た
。 

こ

れ

以

外

に

も

事

業

内

容

に
合
わ
せ
て
多
様
な
設
備
や
シ

ス
テ
ム
が
導
入
で
き
る
従
来
の

「
一
般
型
」
も
あ
り
ま
す
。 

問

い

合

わ

せ

は

左

記

ま

で

お
願
い
し
ま
す
。 

h
t
t
p
:
/
/
s
h
o
r
y
o
k
u
k
a
.
s

m
r
j
.
g
o
.
j
p
 

電

話 

０

５

７

０

‐

０

９

９
‐
６
６
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第
六
七
回
年
次
大
会 

大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
す 

 

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会
主
催
の
「
第
六
十

七
回
年
次
大
会
大
阪
大
会
」
は
、

十
月
二
十
四
日(

金)

二
「
シ

ェ
ラ
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
」
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

今

回

は

「

大

阪

シ

ー

ル

の

陣 

い
の
ち
輝
く
未
来
の
業
界

の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、

シ
ー
ル
印
刷
大
阪
府
協
同
組
合

の
担
当
で
、
翌
日
に
は
「
吉
本

新
喜
劇
鑑
賞
」
と
「
宝
塚
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
」
で
の
懇
親
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま

だ

お

申

し

込

み

で

な

い

方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。 

 

       

 

   

 

 

                               

 

補助金がさらに使い易く 

新たに「カタログ注文型」が 

賃上げを目的とした補助金 

 

 

シェラトン都ホテル大阪  

http://shoryokuka.smrj.go.jp/
http://shoryokuka.smrj.go.jp/


■
脳
梗
塞
と
は 

脳

梗

塞

と

聞

く

と

ま

ず

初

め
に
浮
か
ぶ
の
は
、
右
や
左
の

半
身
が
麻
痺
し
て
し
ま
う
恐
ろ

し
い
病
気
だ
と
い
う
事
で
す 

脳

梗

塞

と

は

、

脳

を

栄

養

す
る
動
脈
の
血
行
不
良
に
よ
り
、

酸
素
や
栄
養
を
受
け
て
い
る
神

経
細
胞
が
死
ぬ
こ
と
で
さ
ま
ざ 

      
 

         ま
な
症
状
を
き
た
す
病
気
で
す
。 

脳
梗
塞
は
、
脳
卒
中
の
う
ち
の 

つ
で
す
。 

一

時

的

に

血

管

が

詰

ま

る

一
過
性
脳
虚
血
発
作
Ｔ
Ｉ
Ａ
は
、

二
四
時
間
以
内
に
完
全
に
元
の

状
態
に
戻
る
た
め
後
遺
症
を
残

す
こ
と
が
な
く
、
脳
梗
塞
と
は

区
別
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
Ｔ

Ｉ
Ａ
は
脳
梗
塞
の
前
触
れ
発
作

と
も
い
わ
れ
、
た
と
え
完
全
に

元
に
戻
っ
た
と
し
て
も
直
ち
に

原
因
を
明
ら
か
に
し
、
脳
梗
塞

へ
の
移
行
を
阻
止
す
べ
き
病
気

で
す
。 

か

つ

て

脳

卒

中

の

大

部

分

は
“
脳
出
血
”
が
占
め
て
い
ま

し
た
が
、
近
年
は
逆
転
し
“
脳

梗
塞
”
が
上
回
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

高
血
圧
対
策
の
普
及
と
生
活
習

慣
の
変
化
に
よ
る
糖
尿
病
や
脂

質
異
常
症
の
増
加
が
考
え
ら
れ

ま
す
。 

 

■
脳
梗
塞
の
タ
イ
プ
は 

脳

梗

塞

の

原

因

に

は

次

の

三
つ
が
あ
り
ま
す
。 

①
ラ
ク
ナ
梗
塞 

脳

の

細

い

血

管

が

詰

ま

る

こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。 

②
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞 

比

較

的

太

い

血

管

が

動

脈

硬
化
に
よ
り
詰
ま
る
こ
と
で
起

こ
り
ま
す
。 

③
心
原
性
脳
塞
栓
症 

心

房

細

動

な

ど

の

不

整

脈

が
原
因
で
心
臓
の
左
心
房
で
で

き
た
血
栓
が
脳
の
血
管
を
詰
ま

ら
せ
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。 

日

本

で

は

欧

米

に

比

べ

て

ラ
ク
ナ
梗
塞
の
割
合
が
多
い
傾

向
が
あ
り
ま
し
た
が
、
脂
質
異

常
症
や
糖
尿
病
の
増
加
に
伴
い
、

ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
梗
塞
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化

に
伴
い
心
房
細
動
の
患
者
さ
ん

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
心
原

性
脳
塞
栓
も
増
え
て
い
ま
す
。 

 

■
脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
と
は 

脳
梗
塞
は
加
齢
、
男
性
、
脳

梗
塞
の
家
族
歴
な
ど
、
修
正
困

難
な
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
（
危

険
因
子
）
の
ほ
か
に
以
下
の
よ

う
な
修
正
可
能
な
危
険
因
子
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
因

子
を
是
正
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。 

高
血
圧 

糖
尿
病 

脂
質
異
常
症
（
高
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
血
症
、
高
ト
リ
グ
リ
セ
リ

ド
血
症
） 

心
房
細
動 

喫
煙 

慢
性
腎
臓
病 

肥
満 

運
動
不
足 

大
量
の
飲
酒 

過
剰
な
塩
分
摂
取 

ス
ト
レ
ス 

食
生
活
の
欧
米
化
（
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
） 

 

 

■
脳
梗
塞
の
症
状 

脳

梗

塞

は

突

然

発

症

し

ま

す
。
そ
の
多
く
は
片
麻
痺
や
感

覚
障
害
な
ど
生
活
に
支
障
を
き

た
す
重
大
な
後
遺
症
を
残
す
こ

と
が
あ
り
、
最
悪
の
場
合
に
は

命
に
関
わ
る
事
態
に
な
り
ま
す

の
で
、
直
ち
に
対
応
し
て
後
遺

症
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す
。 

そ

の

た

め

に

は

初

期

症

状

を
知
っ
て
、
直
ち
に
緊
急
受
診

行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。 発

症
か
ら
一
分
で
も
早
く
脳

卒
中
の
対
応
が
可
能
な
病
院
に

た
ど
り
着
く
こ
と
が
、
脳
卒
中

か
ら
助
か
る
第
一
歩
で
す
。 

 
 

特
に
症
状
が
軽
い
場
合
は
、

「
こ
の
程
度
で
受
診
し
て
は
大

げ
さ
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う

思
い
で
受
診
行
動
が
遅
れ
て
治

療
の
機
会
を
失
い
が
ち
で
す
。 

 

い

ざ

と

い

う

と

き

の

た

め

に
「
脳
卒
中
は
『
顔
・
腕
・
こ

と
ば
』
で
す
ぐ
受
診
」
の
ポ
イ

ン
ト
を
覚
え
て
、
直
ち
に
受
診

行
動
が
と
れ
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。 

【
参
考
資
料
】 
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No216 健康がいちばん !  

 脳梗塞は怖い『手足のまひ』  

発症したら時間との勝負に  

https://medicalnote.jp/diseases/%E8%84%B3%E5%8D%92%E4%B8%AD
https://medicalnote.jp/diseases/%E4%B8%80%E9%81%8E%E6%80%A7%E8%84%B3%E8%99%9A%E8%A1%80%E7%99%BA%E4%BD%9C
https://medicalnote.jp/diseases/%E8%84%B3%E5%87%BA%E8%A1%80
https://medicalnote.jp/diseases/%E9%AB%98%E8%A1%80%E5%9C%A7
https://medicalnote.jp/diseases/%E7%B3%96%E5%B0%BF%E7%97%85
https://medicalnote.jp/diseases/%E8%84%82%E8%B3%AA%E7%95%B0%E5%B8%B8%E7%97%87
https://medicalnote.jp/diseases/%E8%84%82%E8%B3%AA%E7%95%B0%E5%B8%B8%E7%97%87
https://medicalnote.jp/diseases/%E5%8B%95%E8%84%88%E7%A1%AC%E5%8C%96
https://medicalnote.jp/diseases/%E5%8B%95%E8%84%88%E7%A1%AC%E5%8C%96
https://medicalnote.jp/diseases/%E5%BF%83%E6%88%BF%E7%B4%B0%E5%8B%95
https://medicalnote.jp/diseases/%E4%B8%8D%E6%95%B4%E8%84%88
https://medicalnote.jp/diseases/%E4%B8%8D%E6%95%B4%E8%84%88
https://medicalnote.jp/diseases/%E3%83%A9%E3%82%AF%E3%83%8A%E6%A2%97%E5%A1%9E
https://medicalnote.jp/diseases/%E5%BF%83%E6%88%BF%E7%B4%B0%E5%8B%95
https://medicalnote.jp/diseases/%E9%AB%98%E8%A1%80%E5%9C%A7
https://medicalnote.jp/diseases/%E7%B3%96%E5%B0%BF%E7%97%85
https://medicalnote.jp/diseases/%E8%84%82%E8%B3%AA%E7%95%B0%E5%B8%B8%E7%97%87
https://medicalnote.jp/diseases/%E5%96%AB%E7%85%99
https://medicalnote.jp/diseases/%E6%85%A2%E6%80%A7%E8%85%8E%E8%87%93%E7%97%85
https://medicalnote.jp/diseases/%E3%83%A1%E3%82%BF%E3%83%9C%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%A0
https://medicalnote.jp/diseases/%E3%83%A1%E3%82%BF%E3%83%9C%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%A0
https://medicalnote.jp/diseases/%E8%84%B3%E5%8D%92%E4%B8%AD
https://medicalnote.jp/diseases/%E8%84%B3%E5%8D%92%E4%B8%AD
https://medicalnote.jp/diseases/
https://medicalnote.jp/diseases/


  

    

リ
ン
テ
ッ
ク(

文
京
区
小
石

川
一
の
一
の
一 
☎
３
８
６
８-

７
７
３
３)

は
、
製
品
の
表
面
基

材
に
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
を
一
〇

〇
％
使
用
し
た
ウ
イ
ン
ド
ー
フ

ィ
ル
ム
の
日
射
調
整
タ
イ
プ
を

新
た
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
七
月

一
四
日
か
ら
販
売
を
開
始
し
て

い
ま
す
。 

  
 

 
 

 

当
社
で
は
窓
ガ

ラ
ス
全
面
に
貼
る

こ
と
で
遮
熱
や
防

犯
、
防
虫
と
い
っ

た
多
彩
な
効
果
を

発
揮
す
る
各
種
ウ

イ
ン
ド
ー
フ
ィ
ル

ム

「

W
I

N
C

O
S

ウ
イ
ン
コ
ス
」
ブ

ラ
ン
ド
で
展
開
し

て
い
ま
す
。
環
境

へ
の
意
識
が
一
層

高
ま
る
中
、
昨
年

十
二
月
に
は
フ
イ

ル
ム
の
表
面
機
材 

     

    

に
再
生
Ｐ
Ｅ
樹
脂
を
一
〇
〇
％

使
用
し
た
飛
散
防
止
対
策
用
の

ウ
イ
ン
ド
ー
フ
ィ
ル
ム
を
発
売

し
ま
し
た
。  

そ

し

て

今

回

、

同

じ

く

表

面
基
材
に
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
を

一
〇
〇
％
使
用
し
た
ウ
イ
ン
ド

ー
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
、
日
射
調

整

タ

イ

プ

「

B
R

-
5

0
U

H
 

R
E

C
Y

C
L

E
 

1
0

0

」
を

新
た

に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
七
月
一
四

日
か
ら
販
売
を
開
始
し
て
い
ま

す
。 

                

     

今
回
発
売
す
る
の
は
、
高

い
透
明
性
を
保
ち
な
が
ら
日
射

熱
に
よ
る
暑
さ
を
和
ら
げ
る
日

射
調
整
タ
イ
プ
の
ウ
イ
ン
ド
ー

フ
ィ
ル
ム
で
す
。 

同

フ

ィ

ル

ム

の

主

な

特

徴

と
し
て
は 

○

建

物

の

窓

ガ

ラ

ス

全

面

に
貼
る
こ
と
で
、
高
い
透
明
性

を
保
ち
な
が
ら
日
射
熱
に
よ
る

暑
さ
を
和
ら
げ
る
日
射
調
整
タ

イ
プ
の
ウ
イ
ン
ド
ー
フ
ィ
ル
ム

で
す
。
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い

近
赤
外
線
域
を
中
心
に
、
窓
か

ら
入
る
日
射
の
透
過
率
を
約
五

七
％
に
低
減
し
、
日
射
熱
を
和

ら
げ
て
暑
さ
対
策
に
貢
献
し
ま

す
。  

○

フ

ィ

ル

ム

の

表

面

基

材

に

再

生

Ｐ

Ｅ

Ｔ

樹

脂

を

一

〇

〇
％
使
用
し
て
お
り
、
非
リ
サ

イ
ク
ル
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
を
使
用
し

た
場
合
と
比
較
し
て
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
約
一
七
・
五
％
削
減
し

ま
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
協
議
会
が
提
示
す
る

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推

奨
マ
ー
ク
を
取
得
し
て
い
ま
す
。  

 

    

〇
肌
の
日
焼
け
や
イ
ン
テ 

テ
リ
ア
の
退
色
の
原
因
と
な
る

紫
外
線
も
九
九
％
以
上
カ
ッ
ト

す
る
ほ
か
、
万
が
一
窓
ガ
ラ
ス

が
破
損
し
た
際
に
破
片
の
飛
散

を
低
減
す
る
機
能
も
兼
ね
備
え

て
い
ま
す
。 

用

途

と

し

て

は

、

オ

フ

ィ

ス
、
一
般
住
宅
、
商
業
施
設
な

ど
。 規

格
は
次
の
三
種
類 

9
7

0
m

m

幅×
5

0
m

巻
き
、

1
,2

5
0

m
m

幅×
5

0
m

巻
き
、

1
,5

5
0

m
m

幅×
3

0
m

巻
き 

 

 

ウ

イ

ン

コ

ス

の

建

物

用

ウ

イ
ン
ド
ー
フ
ィ
ル
ム
の
開
発
は
、

省
エ
ネ
か
つ
快
適
な
空
間
づ
く

り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
窓
の
安 

全
性
を
高
め
る
と
い
う
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

安
全
面
に
関
わ
る
製
品
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
確
か
な
デ
ー
タ
を

集
め
る
た
め
に
数
々
の
実
験
を

行
い
、
開
発
か
ら
製
造
ま
で
を

自
社
で
責
任
を
持
っ
て
管
理
で

き
る
体
制
を
構
築
。
安
心
と
安

全
を
追
求
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な 

る 
 

ほ 

ど 

・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 
第
二
一
七
回

「
リ 

ン 

テ 

ッ 

ク
」 

」 

再生 PET 樹脂を 100％使用した 

ウィンドーフイルム日射調整タイプ 

紫外線も９９％以上カット 

 

 


